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要     旨 

諸言：本研究の目的は日本人大腿骨の弯曲率を三次元的に評価し、年齢・性別に関連した大腿骨弯曲率

の違いを明らかにすることである。                                              

対象・方法：本研究は横断的観察研究である。対象は、大腿骨近位部骨折と診断された高齢者群 40肢、

外傷による手術もしくは前十字靭帯損傷に対して手術を行った成人群 40 肢であり、手術を行っていな

い反対側の大腿骨を評価した。弯曲の計測方法は①大腿骨顆上軸から近位に向かって均等に 7枚のスラ

イスを作成する、②それぞれのスライスにおいて髄腔に沿って円を作成、③その円の中心をプロット、

④矢状面、冠状面それぞれにおいて近位、骨幹部、遠位部と連続する３点を結んだ円の半径を大腿骨の

弯曲半径とした。大腿骨の弯曲が大腿骨近位部の形態に影響するかも調査するため大転子高位、前捻角、

頚体角も計測した。それぞれの計測値を高齢者群と成人群で比較し、さらに高齢男性、高齢女性、若年

男性、若年女性の 4群に分けても比較検討した。                                              

結果：男女問わず、矢状面、冠状面ともに遠位、中間位、近位の弯曲半径は成人群に比べ高齢者群の方 
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が有意差を持って小さかった。成人群の弯曲半径では冠状面の遠位、中間位は男性よりも女性の方が有

意に小さく、冠状面の中間位が全部位の中で男女の差が最も大きかった。矢状面においては全部位にお

いて男女間で有意差はみられなかった。高齢者群では、すべての部位で男女間の弯曲半径に有意な差は

なかった。成人群と高齢者群の弯曲の違いを男女別に比較すると、高齢者群の大腿骨弯曲半径は、女性

では矢状面の近位を除くすべての部位で、男性はすべての部位で成人群に比べて高齢者群が有意に小さ

くなっていた。前捻角は高齢者群で 6.9±8.5°、成人群では 7.2±8.5°であった（p=0.880）。また頚体

角は高齢者群で 127.5±6.3°、成人群で 127.8±5.6°であった（p=0.845）。大転子高位は高齢者群で

7.3±5.6mm、成人群で 2.2±4.6mmであった（p<0.001）。                    

考察：本研究で日本人の大腿骨弯曲は性と年齢の影響を受けていることが 3次元 CTで明らかになった。

大腿骨弯曲が強くなる要因としては、女性であることと高齢が考えられた。大腿骨は前外側に向かって

弯曲しており、変曲点は女性では中央より遠位に、男性では骨幹部ほぼ中央に位置している可能性があ

る。大転子高位が成人群と比較して高齢者群で小さいことから、大腿骨骨幹部の 3次元的弯曲は、大腿

骨近位の骨形態にも影響を与えていると考えられる。                       

結論として、日本人の大腿骨弯曲は年齢や性別によって変化する。さらに、大腿骨骨幹部の弯曲は大腿

骨近位部の位置変化を引き起こす可能性がある。本研究の結果は大腿骨近位部骨折、変形性関節症、下

肢筋力低下などの発症メカニズムの解明に寄与し、骨接合や人工関節のインプラントの設計に影響を与

える可能性がある。                                              

 


